




食物アレルギー
原因食物でも症状が誘発されない「食べられる範囲」までは
積極的に食べ、除去を必要最小限に。
除去した場合には、再び食べさせることを念頭に置いて
食物経口負荷試験を行い、早くに除去を解除する。
家族にアレルギーがある赤ちゃんも、食べると症状が出る食べ物のみを除去し、
念のため心配だからと必要以上に除去する食べ物を増やさない。

発熱
けいれん けいれんしたら

舌を噛まないように
口の中にモノを入れる。

嘔吐物がブロックされて
窒息の原因になるため
口の中には
何も入れてはいけない。

嘔吐時の
水分

母乳を減らす。
ミルクは薄める。

母乳は量を制限しなくて良い。
ミルクは薄めなくて良い。

鼻出血 首筋をトントン叩く。
鼻の上の硬いところを押さえる。
ティッシュを何度も取り替える。
仰向けに寝る。

出血している場所を10分間押さえる。
血が多少滲んでも
途中でティッシュを交換しない。
なるべく座らせる。

揺さぶって
意識をはっきりさせる。

揺さぶってはいけない。
平らなところに寝かせ
安静にする。

発熱時 熱があるときは入浴禁止。 元気なら短時間ぬるめのお湯で入浴可。

体の冷却は額を冷やす。 脇の下や首、足の付け根を冷やす。
額を冷やしても効果なし。
冷却シートは使ってもいいが、
口や鼻を塞ぐと窒息のリスクが
あり乳児には注意。

厚着にさせて
汗をかかせると
熱が下がりやすい。

熱があるときは熱がこもりやすく、
脱水になりやすいため、
薄着にしてすずしくさせる。
無理に汗をかかせてはいけない。

熱が出ると脳に障害が残る
のですぐに病院に行く必要
がある。

発熱は体の防御反応で、
脳に障害が出ることはないので
慌てる必要はない

解熱剤は治りが遅くなる。 治りが遅くなることはない。

出血した
ときの
圧迫場所

心臓に近いところ。 傷口の直接圧迫。

傷口の
消毒方法

しっかりと消毒薬を使う。 消毒薬は皮膚にダメージを与え、
治りが悪くなる場合もあり、
まずは流水でしっかり洗い流す。

傷口の
状態

浸出液は
ガーゼで拭き取り
なるべく乾燥させる。

浸出液には治癒を促す成分が含まれており、
なるべく乾燥させず湿ったままにする。
湿らせた状態を維持する絆創膏・
創傷被覆材も売られています。

予防接種 水疱瘡などかかった方が
ちゃんと免疫が付く。

後遺症のリスクがあるので
ちゃんと予防接種を打つ。

「同時接種」
同時に複数のワクチンを打ちます。
メリット：①必要な免疫が早く付く
　　　　　②予防接種のスケジュールが簡単に
　　　　　③保護者や本人の通院回数が減る　

お母さん
の食事

与え
始める
時期

アレルギーの発症を心配して
離乳食開始を遅らせる
必要はない。

子どものアレルギー発症予防のために、
妊娠中や授乳中に特定の食べ物や
サプリを過剰に摂取したり、逆に
避けたりすることは医学的な根拠なし。
バランスよく摂取する。

食物アレルギーに
なりやすい食べ物を与える
のは遅い方がよい。

上の兄弟に食物アレルギー
がある場合、下の子の
妊娠中や授乳中に、母自身
もアレルゲンを避ける
食生活が必要

同時接種は
メリットが
沢山あります!

口には何も入れない

揺さぶってはいけない

脱水に
なりやすい
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